
立
志
式

竜
北
中
学
校

　

2
月
20
日
㊎
、
2
年
生
は
立
志

式
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は

本
校
の
卒
業
生
の
本
田 
崇
人
様

（
生
成
A
I
な
ど
情
報
関
係
の
会

社
を
経
営
さ
れ
る
な
ど
ご
活
躍
中

で
、
海
外
出
張
や
メ
デ
ィ
ア
出
演

な
ど
ご
多
忙
の
中
に
来
校
）
に

「
自
立
と
は
」
と
い
う
内
容
で
講

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
挫

折
、
努
力
、
挑
戦
等
を
通
し
て
、

自
分
と
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た

人
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
は
保

護
者
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
る
中
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
堂
々
と
「
決
意

表
明
」
を
行
い
ま
し
た
。

氷
川
中
学
校

　

2
月
は
、
生
徒
会
も
参
加
す
る

C
S
会
議
を
は
じ
め
、
薬
物
乱
用

防
止
教
室
、
避
難
訓
練
、
読
み
聞

か
せ
な
ど
、
多
く
の
行
事
を
実
施

し
ま
し
た
。
薬
物
乱
用
防
止
教
室

で
は
、
3
年
生
が
薬
物
が
心
身
に

及
ぼ
す
影
響
や
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
、

誘
い
を
断
る
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

薬
剤
師
や
警
察
官
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
の
皆

様
の
支
え
に
よ
り
、
ど
の
取
組
も

子
ど
も
達
の
豊
か
な
学
び
に
繋
が

り
ま
し
た
。

1
年
生
「
春
を
さ
が
そ
う

・町
の
こ
と
を
知
ろ
う
」

竜
北
西
部
小
学
校

　

2
月
26
日
㊍
に
１
年
生
が
八
火

図
書
館
、
竜
北
公
園
へ
町
バ
ス
を

利
用
し
て
校
外
学
習
へ
出
か
け
ま

し
た
。
町
の
施
設
で
あ
る
八
火
図

書
館
で
は
、
館
内
見
学
や
館
長
さ

ん
の
お
話
を
聞
き
、
実
際
に
本
を

借
り
ま
し
た
。
竜
北
公
園
で
は
、

公
園
内
の
木
々
や
花
を
散
策
し
、

春
の
様
子
を
探
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
春

の
陽
気
を
感
じ
な
が
ら
公
園
で
お

弁
当
を
食
べ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

6
年
生
を
贈
る
会

　　　　　　　　　
（
お
別
れ
遠
足
）

竜
北
東
小
学
校

　

3
月
6
日
㊎
に
「
お
別
れ
遠

足
」
と
「
6
年
生
を
贈
る
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
「
6
年
生
を
贈
る

会
」
は
、
新
運
営
委
員
に
よ
る

「
全
員
遊
び
」
や
「
6
年
生
ク
イ

ズ
」
で
始
ま
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
6
年
生
に

よ
る
「
（
合
奏
）
木
星
」
や
「
各

学
年
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
あ
り
、

と
て
も
心
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
会
の
終
了
後
は
、
1
年
生

か
ら
6
年
生
の
「
た
て
わ
り
班
」

で
、
仲
良
く
お
弁
当
を
食
べ
ま
し

た
。
今
日
一
日
、
と
て
も
楽
し
そ

う
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
講
演
会

宮
原
小
学
校

　

2
月
20
日
㊎
、
R
K
K
熊
本
放

送
の
山
瀬
様
と
鵜
川
様
を
お
招
き

し
、
6
年
・
5
年
生
児
童
、
保
護

者
、
教
職
員
を
対
象
に
「
S
N
S

と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
る
」
と

い
う
演
題
で
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
を
自
分
事
と
し
て
見
つ
め
な

お
し
、
相
手
の
気
持
ち
、
自
分
の

思
い
、
周
り
の
人
へ
の
影
響
等
、

様
々
な
立
場
に
な
っ
て
考
え
合
い

ま
し
た
。

　

「
S
N
S
に
書
き
込
む
前
に
、

家
族
と
の
会
話
を
大
切
に
し
た

い
。
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

氷川っ子スクールニュース

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

　　　　　　　　
学
び
豊
か
に

コミュニティ・スクールだより

地域学校協働本部だより
 問　氷川町地域学校協働本部（生涯学習課内）☎0965-52-5860

問　氷川町小中学校コミュニティ・スクール連携協議会事務局（学校教育課内）☎0965-52-5859

みんな笑顔で1年間をふり返りました

　２月２６日、令和７年度のまとめとして第２回氷川町小中学校連携協議会並びに学校運営協議会合同会議を行い

ました。「ふるさと・未来（ゆめ）・人をつなぐ、つなげるコミュニティ・スクール」のテーマに沿って成果や課題などにつ

いて熟議しました。合同会議では、こども委員の中村悠聖さんに「CS活動を通して感じた故郷への思い」を発表しても

らいました。多くの委員が彼の話に感動し、「こういう子どもたちがどんどん育ってくれて嬉しい。積み重ねが大事だよ

ね。」と今まで行ってきたことへの成果を喜び、CS活動に対する熱意を新たにされていました。また、村山CS委員から長

年関わってきた「CS活動への思い」を聞いて、改めてCS委員としての使命とCS活動の素晴らしさを実感し、次年度への

意欲を駆り立てられる委員の姿がありました。今回初めて５校CS委員合同の懇親会も開催し、委員同士の親睦を深め

るとともに、皆さん一人一人の「氷川愛」の深さを痛感し、「地域とともにある学校づくり」が地域力に支えられ進めら

れていることを確信する機会となりました。令和８年度は、さらに地域の方とのつながりを広げ、より多くの方 と々CS活

動に取り組んでいけることを楽しみにしています。

氷川っ子のために一緒に楽しく活動しましょう

　地域学校協働本部は、地域と学校が連携・協働し、町全体で子どもたちの成長を支えるとともに、社会に開かれた

教育課程への支援と地域の活性化を図るための下の図のような様々に学校、地域と協力し、活動に取り組んでいます。

①学校支援(学習支援)

学校からの要請に基づき、地域の力を活用した取り組みを

コーディネート。（田植え、稲刈り、書写、ミシン学習、引率サ

ポートなど）

②家庭教育支援(くまもと｢親の学び」プログラムの活用)

家庭教育や子育てについての情報提供や保護者同士のつな

がりを作る講座を｢チーム氷川」で実施。（小中学校、PTAなど）

③ふるさと｢氷川学」 (郷土学習)

町の自然、文化、歴史、偉人、産業などを教材にして、地域の人

材を活用しながら郷土愛を育む学習。テーマに沿って学校の

授業や新転任の先生方への町バスツアーなどで実施。

★協力していただいている方々★

地域住民・PTA・読み聞かせグループ

民生委員児童委員協議会・JA竜北町支所

郵便局・警察消防関係者・婦人会

ボランティア連絡協議会・商工会

老人クラブ連合会・幼稚園・保育園

町内の農業従事者・企業・施設・団体

ひかわツーリズムクラブ・氷川町の職員

地域学校協働本部

地域コーディネーター

連絡・調整
参加

地域学校協働本部活動の３本柱

広報ひかわ 2026年 4月号19 18Hikawa Town Public Relations


